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市場適応的経営戦略のための組織の統合と革新
― ア サ ヒ ビ ー ル の 研 究 ( そ の 2 ) ―
Organizational Integration and lnnovation for Market-Adjusting 
Management Strategies
A Case Study on ASAHI BREWERIES, LTD. (No.2)


































































































1. 3つの トー タル ･マー ケテ ィング
(理論の整理)
































妙た計画的 ･総合的活動のことを ｢第2のトー ク
?レ･マーケティング｣としたい｡






















































































































































































であり､2つの トー タル ･マーケティングを繋ぐ













商品 ･情報 ･営業関連の部署 (たとえば販売部門
の商品企画課 ･宣伝部 ･販売促進部)の調整によ
って可能となる｡
次に､第2の トー タル ･マーケティングは､図
では､広報部門と研究開発部門さらに生産部門の
協力を想定して､下部の三角形として示したOも
























































































































































































































力向上を結び付けた説得型の広告手法 と言 え よ
う｡
このように､当時の広報姿勢は､｢商品力 (プ















































































































































































































発行可 内 容 l 発 行 額 年 l資 本 金 l経常利益
1980 普通社債 】 2,500 ･980 1 11,0 65 F 3,229
1981 普通社債 l 2,500 ･981 ー 11,065】 3,413
･983 J普通社債 1 3,500 ･982 ー 11,079【 2,111
1986 スイス.フラン建普通社債 】 も540(5千万スイス.フラン) ･983 i 11,171 【 2,436
1988 ドル建ワラント債 F38,165(3億米 ドル) ･985 1 11,1 7 1 f 3,270
転換社債 l30,000 ･986 1 11,171 1 5,321
転換社債 (20,000 ･987 E 34,315I 9,388
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(2) マー ケティング部門の拡充(商品開発部の発 割を果たした第2の点は､マー ケティング部門の
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役割を果たすが､その際､いわば臨時的な組織で



























































































































































































































































































































参考資料2 年表形式にしたスーパー ドライ発売までの主要な出来事 (1982-1987年)
1982年3月 村井社長就任
7月 経営理念制定
8月 第一次長期経営計画 (5カ年計画)策定開始 (部長会 ･経営会議メンバ )ー








8月 マーケティング部 (一商品開発部)生産プロジェクト室 (-技術開発部を発展)を設置
秋 5,000人対象の味覚調査開始 (プレ調査､東京 ･大阪各500名合計1,000名)
1985年6月 CI本部､CI委員会設置
7月 5,000人対象の味覚調査 (本調査､東京 ･大阪各2,000名合計4,000名)結果まとめる
8月 松井氏本社マ-ケティソグ部副部長に
9月 経営会議で味の変更決定 (13日)ラベル変更決定 (21日)
年末 樋口社長人事内定
1986年1月 CI導入対外発表
2月 ｢コク･キレ｣ビール対外発表 (3日)､東京発売 (19日)､大阪発売 (25日) 0




10月 スーパードライ経営会議再提案 採用 ｢地域を閑東地区に限定して発売｣を決定
1987年3月 スーパードライ発売
出典 :石山順也 『アサヒビールの挑戦』､大下英治 『奇跡への挑戦』､ポケット社史 『アサヒビール』を中心に筆
者が整理｡
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